
(町長議案提案説明) 

 

福井町長 おはようございます。先日の台風１８号の通過に伴う東日本の豪雨

災害は、鬼怒川をはじめとする１９河川で堤防が決壊するなど、地元の方々に

は、これまで経験したことのない災害であったとのことです。東日本大震災を

はじめとして、近年これまでに経験したことがない大規模災害の発生する頻度

が次第に高まっているように感じています。幸い牟岐町には近年大きな災害は

発生していませんが、必ず我々にもいつか順番が来るとの覚悟で防災対策を進

めていく必要があるとの認識を強くしています。さて６月の定例議会以降の牟

岐町での主だった事件や行事を振り返ってみますと、７月１６日から１８日ま

での台風１１号により町内でも風雨の被害がありました。道路路肩崩壊や倒木

等により道路の通行制限が何箇所かでありました。出羽島の湾内護岸の石積み

も一部崩壊しました。また、雨漏りや屋根材の飛散等による被害もありました。

しかしながら、幸い人身事故にはいたっていませんので、不幸中の幸いと思っ

ています。そして、８月１５日から１週間、昨年開催されましたサマースクー

ルが再度牟岐町で開催され、ハーバード大学をはじめとした全国各地、世界各

地から大学生や高校生が参加しまして、若者たちの熱い交流が図られました。

牟岐中学校の一部の生徒も参加し、日本の未来を担う若者たちの言動に大きな

影響を受けたようでした。このＨＬＡＢによるサマースクールは、今年から宮

城県女川町も加わり、全国４箇所で開催されていますが、その中の１つが牟岐

町であるということで、牟岐町は全国的にも大きな注目をあびているようです。

また、今年度から国の進める地方創生が日本全国で活発に議論されていますが、

牟岐町でも去る６月３０日に町内外の関係者で組織する有識者会議を設置し、

牟岐町創生に係る本格的な議論を開始しました。現在は、地域、職域、年代ご

となどの作業部会も開催され、また、多くの町民の皆様からご提案もいただき

確実に意見集約作業が進んでいます。しかしながら、地方創生の主役は、町民

皆さまお一人お一人です。みんなが牟岐町の雇用や人口を増やすための取り組

みを進めていただかなければ、行政主導では絶対に地方創生は成りません。皆

さま方の強力なご尽力をどうかよろしくお願いいたします。さて牟岐町におけ

る地方創生の概略としましては、これまでも申し上げていますように、まずは

人口を増やすために雇用、仕事を増やす、そのためには牟岐町の基盤産業であ

る一次産業を活性化させる。特に農業と漁業を若者が家族を養える産業となる

よう取り組みを進め、また、もう一つの基盤産業である生産業、つまり工場等

の誘致を図っていくことも重要です。牟岐町に移転、移住していただいた場合

の各種税の優遇措置も他の市町村なみには実施する必要があります。現在、牟

岐町にはこのような優遇措置が殆どありませんので、来年度から実施できるよ



う検討してまいりたいと考えています。また、移転企業等の従業員の方々の居

住対策も必要です。牟岐町は人口が減り空き家がかなりありますが、若い方が

居住できる適切な空き家が少ない現状があります。何とか若者向けの町営住宅

の設置、あるいは、これに代わる家賃補助等の施策の実施により企業が進出し

やすい環境を整える必要があると考えています。また、人口が減る中、非基盤

産業である小売店、飲食店、民宿などのサービス業も営業が継続できるよう観

光振興等による交流人口の増加が必要です。したがって、出羽島をはじめとし

た観光の拠点を着実に開拓し、関連サービス等の体系的な整備を図っていく必

要があります。あるいは、国の産業競争力会議でも成長戦略に位置付けられて

いる健康をテーマとした健康産業の育成も町の顔として、また、牟岐町の各種

産業を差別化するためにも非常に重要です。つぎに町が継続できるためには、

どうしても若い世代が必要です。そのためにも教育や子育て支援を充実し、都

市部と比べ子育てしやすい環境、充実した教育環境を創造する必要があります。

今年度から第３子以降の保育料を無料としていますが、第２子以降の保育料も

無料とするなど、より一層の子育て支援策の充実を図ってまいりたいと考えて

います。また、都市部で介護施設が不足する中、今年日本創生会議において、

高齢者の地方移住が提案され、さっそく国の方では具体策の検討を行っている

ようです。今後、高齢者向け賃貸住宅等、あるいは、地元と移住者の交流の場

など高齢者の受け皿を地方で用意する必要が生じてくると考えています。さら

に地域包括ケアシステムの構築など、牟岐町の高齢者の方々にも安心して居住

できる快適な環境を早急に作っていく必要があると考えています。今後、全て

の市町村が一斉に人の誘致合戦を開始することとなりますが、本質を見失わず

継続性のある施策を確実に実施してまいりたいと考えています。今後とも議員

各位のご指導、ご鞭撻をよろしくお願いいたします。それでは、提案説明に移

りたいと思います。本定例町議会に提出の案件は、報告１件、議案１８件です。

議案の内訳は決算認定７件、条例の制定、あるいは、一部改正５件、補正予算

３件、人事案件１件、その他２件です。報告第４号、平成２６年度決算におけ

る健全化判断比率及び資金不足比率。平成２６年度決算において監査委員の審

査を受けましたので、健全化判断比率及び資金不足比率について、議会への報

告と公表をするものです。牟岐町の２６年度決算の数値では、実質公債費比率

６.４％、将来負担比率７７.６％となっており、他の数値は０ですので該当あ

りません。実質公債費比率は２５年度から０.３％のプラス、将来負担比率は５.

９％のプラスと悪くなっています。議案第４４号から第５０号までの７議案は

各会計の決算認定となっています。議案のあとに「監査委員の意見書」を、ま

た、別冊で「平成２６年度における主要な施策の成果」を添付していますので、

参考にしてください。議案第４４号、平成２６年度牟岐町上水道事業会計歳入



歳出決算認定。上水道事業会計の決算では、収益的収支は、事業収益１０４，

０７１,４２０円、事業費用は９８，１９６,１４２円となり、５，８７５,２７

８円の黒字となっています。資本的収支については、資本的収入４９，４００

千円に対し、資本的支出は７３，３１０，００８円となり、差引２３，９１０,

００８円の不足を生じましたので、これについては、過年度分損益勘定留保資

金等で補填しました。議案第４５号、平成２６年度牟岐町一般会計歳入歳出決

算認定。一般会計の歳入総額は４，２４４，０８９,７２０円、歳出総額は３，

７４２，３８１,７０９円で、差引５０１，７０８,０１１円となっています。

２７年度へ繰り越す財源２９，５８１千円を引いた、実質収支額は、４７２，

１２７,０１１円となり、前年度と比較すると６５，０７７,４５３円の増加と

なっています。２６年度の財政調整基金は、取り崩した５４０，０００千円を

同額積立てています。議案第４６号、平成２６年度牟岐町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算認定。国保会計の歳入総額は８５５，１０３,７０４円、歳出総

額は８０６，４９７,１５１円で差引４８，６０６,５５３円となり、前年度と

比較すると１５，９９２,０９９円の減少となっています。議案第４７号、平成

２６年度牟岐町出羽島簡易水道特別会計歳入歳出決算認定。出羽島簡易水道特

別会計の歳入総額、歳出総額は３１，３１９,３０８円と同額になっています。

議案第４８号、平成２６年度牟岐町青少年健全育成センター特別会計歳入歳出

決算認定。青少年健全育成センター特別会計の歳入総額は、７，８７５,８００

円、歳出総額は７，０５１,７７１円で差引８２４,０２９円となり、２５年度

と比較すると３３,２２９円の増加となっています。議案第４９号、平成２６年

度牟岐町介護保険特別会計歳入歳出決算認定。介護保険特別会計の歳入総額は

７６７，１３０,２７２円、歳出総額は７１１，６４１,１７８円で差引５５，

４８９,０９４円となり、２５年度と比較すると７，５５３,４０８円の増加と

なっています。議案第５０号、平成２６年度牟岐町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定。後期高齢者医療特別会計の歳入総額は８７，６５１,６６８円、

歳出総額は８６，５９６,１６８円で差引１，０５５,５００円の黒字となって

います｡２５年度と比較すると３７８,５００円の増加となっています。議案第

５１号、地方自治法第９６条第２項の規定による議会の議決すべき事件に関す

る条例。これは阿南市を中心とした定住自立圏形成協定を締結する場合に、地

方自治法第９６条第２項の規定による議会の議決事件とするための条例を制定

するものです。議案第５２号、牟岐町個人情報保護条例の一部を改正する条例。

これは「番号法」の施行に伴い、個人番号を内容に含む個人情報、特定個人情

報に関係する条項を改めるものです。議案第５３号、牟岐町空き家等の適正管

理に関する条例の一部を改正する条例。これは「空き家等対策の推進に関する

特別措置法」の施行に伴い条項を改めるものです。議案第５４号、牟岐町手数



料条例の一部を改正する条例。これは「番号法」に規定する通知カード及び個

人番号カードの再発行手数料を定めるものです。議案第５５号、牟岐町伝統的

建造物群保存地区保存条例。これは牟岐町が定める伝統的建造物群保存地区に

関し、保存のための必要な措置を定めるもので、保存計画及び現状変更行為の

規制がおもな内容です。議案第５６号、牟岐町過疎地域自立促進計画の一部変

更。これは過疎地域自立促進計画に都市計画マスタープランの作成を追加する

ものです。議案第５７号、工事請負契約の変更。平成２６年度防災拠点避難地

整備事業山田地区残土処理場整備（第３分割）工事の請負金額を８，６２１,６

４０円増額するものです。議案第５８号、平成２７年度牟岐町一般会計補正予

算。今回の補正の総額は、３２５，３１７千円となっています。歳出の主なも

のを挙げますと、２款・総務費の一般管理費で町制施行１００周年記念事業費、

事務改善費で帳票印刷代、防災拠点避難地整備事業費、地方創生費でむぎ未来

会議費などを計上しています。３款・民生費の老人福祉費で島の家修繕料など

を計上しています。４款・衛生費の予防費でインフルエンザ予防接種手数料、

塵芥処理費でロータリー車購入費、衛生処理事務組合負担金の交付税分などの

追加｡５款・農林水産業費の漁港管理費で広域漁港整備事業負担金などを追加し

ています。６款・商工費でモラスコむぎ、出羽島公衆トイレ修繕費などを計上。

７款・土木費の土木総務費で牟岐バイパス用残土処理場選定調査費、道路維持

費で県単独道路事業費負担金、砂防費で急傾斜地崩壊対策事業負担金、市宇谷

地区法面整備工事費などを計上しています。８款・非常備消防費で５分団屯所

修繕費を計上しています。９款・教育費の出羽島伝建事業で出羽島交流施設改

修工事費の追加などとなっています。歳入では、繰越金のほか、国庫支出金、

県支出金、諸収入、町債を特定財源として充てています。歳入歳出、３２５，

３１７千円を追加し、予算総額を３，３８２，１７９千円とする平成２７年度

一般会計補正予算です。議案第５９号、平成２７年度牟岐町上水道事業会計補

正予算。収益的支出で企業会計システム委託料など２，２２９千円。県道日和

佐牟岐線改良工事に伴う配水管布設替工事で、資本的支出の建設改良費で６，

５８８千円を、資本的収入で分担金負担金として徳島県からの２，６００千円

を計上しています。議案第６０号、平成２７年度牟岐町国民健康保険特別会計

補正予算。今回の補正は、歳入歳出１６，９０５千円を追加し、予算総額を８

８４，８０９千円とするものです。歳出は、平成２６年度療養給付費等交付金

などの精算による返還金です。歳入は全額前年度からの繰越金です。議案第６

１号、牟岐町教育委員会委員の任命。本年１０月１２日に任期満了となる委員、

大谷美由紀氏の再任の議案です。任期は４年間で平成３１年１０月１２日まで

となります。以上で提案説明を終わりますが、詳細については関係課長から説

明をいたしますので、よろしくご審議のほど、お願いいたします。 


